
 

 

２０２３年１０月３１日 

 

地方自治体向け「シティプロモーションセミナー」の開催について 
～ＳＮＳの活用を見直して地域活性化を図る～ 

 
武蔵野銀行（頭取 長堀 和正）は、２０２３年１１月１６日（木）、本店ビルの地域創生   

スペース「Ｍ’s ＳＱＵＡＲＥ」にて、地方自治体向け「シティプロモーションセミナー」
を開催いたしますので、お知らせします。 
 
埼玉県では、少子高齢化の進展により総人口が２年連続で減少（総務省人口動態調査）  

しております。こうした状況のもと、地方自治体においては、定住人口・関係人口拡大に  
向け、シティプロモーション強化による魅力発信・認知向上の取組みが不可欠となって  
おります。 
このようななか、当行では「Ｍ’s ＳＱＵＡＲＥ」におけるパネル・特産品展示や動画   

放映による魅力発信や、「ふるさと納税制度」の戦略的活用に向けた研究会開催などを通じ、
地方自治体の取組みをサポートしてまいりました。 
 
今般の「シティプロモーションセミナー」はこうした取組みに連なるもので、全国各地

の自治体でシティプロモーション活動支援実績を有する菅原 豊氏を講師に迎え、「ＳＮＳ
の活用を見直して地域活性化を図る」をテーマに開催します。 
 具体的には、海外におけるＳＮＳの主流であり、また、数あるＳＮＳの中でも生活に  
余裕がある中高年層やビジネスマンが多用していると言われている「Facebook」の上手な
活用法を数々の先行事例を紹介しながら指南していくことで、自治体のマーケティング 
ツールとしての有用性を再認識し、今後のシティプロモーションの取組強化に繋げていく
契機としていただくことを目指しています。 
 
当行では今後も、地域経済および社会の持続的発展に向け積極的に取組んでまいります。 

 
≪開催概要≫ 

テーマ ＳＮＳの活用を見直して地域活性化を図る 

日 時 ２０２３年１１月１６日（木） １４：００～１６：００ 

会 場 
武蔵野銀行本店２階 地域創生スペース「Ｍ’s ＳＱＵＡＲＥ」 

（さいたま市大宮区桜木町１－１０－８） 

対 象 地方自治体（観光・シティプロモーション担当ほか） 定員３０名 

講 師 菅原 豊氏（クロスボーダー株式会社 戦略ＰＲプロデューサー） 

内 容 

シティプロモーションの先行事例の紹介と Facebookの活用について 

・日本遺産 鎮守府～横須賀・呉・佐世保・舞鶴～ 

・戦国のメインステージ岐阜 

・舞鶴引揚記念館 Maizuru Repatriation Memorial Museum 

・越後柏崎 

・いばらき～日本を訪ねる～ 

主 催 武蔵野銀行、ぶぎん地域経済研究所 

  

以 上 

 報道機関からのお問い合わせ先 
地域サポート部 地域価値創造室  郷 大助、湯口 貴博 

ＴＥＬ（048）641‐6111（代） 



クロスボーダー株式会社 戦略PRプロデューサー 
菅原 豊 氏 

講師  

【開催日時】 2023年11月16日（木）14：00～16：00 

【会    場】  武蔵野銀行本店ビル2階「M’s SQUARE」（さいたま市大宮区桜木町1-10-8） 

       *大宮駅西口ペデストリアンデッキをご利用いただくと便利です。 

【定    員】  受講人数３０名（先着順）   

【受 講 料】  無料 

お申込は裏面をご利用ください。 

武蔵野銀行、ぶぎん地域経済研究所 共催 
  地方自治体セミナー 

10年以上にわたり、地方自治体の知名度向上を目的としたPublic Relations
活動の採用と実務支援に関わる。2009年に地方自治体として初めて年間予算
をとってPR活動に本格的に取り組んだ長崎県を皮切りに、岐阜県、茨城県、
京都市、舞鶴市、桑名市、飛騨市などの支援実績を持つ。 

  ＳＮＳの活用を見直して地域活性化を図る   

  地方自治体 シティプロモーションセミナー 

自治体ＰＲ支援のプロフェッショナルが指南する！ 

参加無料 

日本では、Facebookはマーケティングツールとしては役立たないとレッテルを貼っている事例が
多く散見されます。しかし、この考え方は果たして正しいでしょうか？ 

本セミナーは、わが町を訪れた人や何かの情報で知った人に“Facebookに登録してもらい、ファン
になっていただく”ことを指南します。Facebookは他のSNSと比べて、生活に余裕がある中高年層や
ビジネスマンが多用しています。本来であれば、自治体のマーケティングツールとしてもっと使われ
て良いはずですが、他のSNSと比べて、良質のフォロワーをまったく貯めることが出来ない事例が多
く見られます。域内事業者や仕事関係者がフォローしてフォロワー数だけ増やしたFacebookが多く存
在していますが、シティセールスという点で意味がなく投稿記事に「いいね！」が入らない。投稿記
事に「いいね！」が入らないと投稿者のモチベーションが上がらないという悪循環に陥っていきます。 

セミナーでは、Facebookの上手な活用法を、コロナ禍でスタートしたFacebookの事例を使いなが
らお話します。外国では、SNSと言えばFacebookが主流です。上手く使うことで、インバウンドプロ
モーションにも役立てることが出来ます。自治体担当者様のご参加をお待ちしています。    

          セミナー当日は、先行事例をお見せしながら解説します。 
 
■日本遺産 鎮守府～横須賀・呉・佐世保・舞鶴～ 
■戦国のメインステージ岐阜 
■舞鶴引揚記念館 Maizuru Repatriation Memorial Museum 
■越後柏崎 
■いばらき～日本を訪ねる～ 

  《お問い合わせ先》   武蔵野銀行 地域サポート部 担当：郷、湯口 

                TEL（048）641-6111  E-mail：tisa-souzou@musashinobank.co.jp 



ぶぎん地域経済研究所 宛 

FAX（フリーダイヤル）０１２０－５４－６３４０ 

参 加 お 申 込 み 

自治体名   

所在地 
〒 
 

電話/ＦＡＸ                  ／ 
 ご連絡 
担当者 

部署・役職名 

 

E－mail   
（ゼロやエルはフリガナをお願いします） 

氏名 

 

Ｅ-ｍａｉｌ （ゼロやエルはフリガナをお願いします） 部署・役職名・受講者名 

 
① 

 
② 

 
 

 
③ 

◇ご記入いただきましたお申し込み情報につきましては、セミナーのご案内やご連絡だけに使用させていただきます◇ 

地方自治体 シティプロモーションセミナー 11/16開催 参加申込書 

 

 

■お申込み方法 
・本申込書にご記入の上、ＦＡＸにてぶぎん地域経済 
 研究所宛お申込み下さい。 
 受付後、受講票等をお送りいたします。 
 

・開催日1週間前になっても受講票が届かない場合は 

 ご連絡下さい。 

 

・尚、お申込者が10名未満の場合、中止とさせていた 

 だく場合がございます。予めご了承ください。 

  
 

■講演の録音・録画はご遠慮願います。 

  《お問い合わせ先》   武蔵野銀行 地域サポート部 担当：郷、湯口 

                TEL（048）641-6111  E-mail：tisa-souzou@musashinobank.co.jp 
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